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VLBI 相関処理技術を利用したGNSS衛星の時空情報正当性検証システムの開発
Development of the space-time information justification verification system of the GNSS
satellite using VLBI correlation
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近年、地理空間情報利用の普及拡大に伴い、利用する位置情報の信頼性担保が求められるようになってきた。その中で
も、米国が運用する GPS衛星を始めとした全地球測位衛星システム（GNSS)を利用した位置情報取得が増加している。
GNSSでは、衛星から送信される時刻情報及び軌道情報（以下「時空情報」と呼ぶ）を基に受信端末の位置を算出する
手法が、基本原理となっており、その時空情報の正当性を検証することで、位置情報利用における信頼性担保が可能と
なる。そこで、本研究では、超長基線電波干渉法（VLBI) で用いられている相互相関処理技術を応用し、GNSS衛星か
ら送信された電波の生波形（搬送波）を相関処理して得られた遅延時間差（delay)及び遅延時間変化率（rate）から、そ
の時空情報の正当性を検証するシステム開発を行なっている。
今回、GNSS衛星を CUDA GPUを用いた FX型 VLBI 相関処理で観測する実験を実施した。処理の結果を視覚化でき

るように相関処理をする場合、遅延と遅延変化率を非常に長いチップ列の FFTにより２次元サーチする必要があるため、
大きな計算量となってしまう。そこで、本研究では並列計算の能力に優れる汎用のGPUとその開発言語CUDAを使用し
て、FFT及び単純計算処理の大幅な高速化を行った。また、遅延と遅延変化率に関して相関処理による観測値と GNSS
衛星の軌道計算による計算値を比較し、捕捉した衛星群の同定を行うことに成功したので報告する。
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